
せ い か つ か

SEIK し1TSUK:シ1 EDUCATION

第4 号
1997

着眼対局 着手小局

宮 本 三 郎

筆者は昭和22年1 月教職に就き, 新教育と共に歩み, その盛衰をじか

に見てきましたO それだけに生活科の動向については殊更関心を持ち,

学習指導要領等の作成や教育課程講習会などに携わりながら, 定着には

少なくても10年はかかると予想していました。

今年はその丁度半ばになりますが, 二つの理由でほぼ順調に定着しつ

つあると考えます。

理由の第1 は, 戦後の新教育の挫折 との対比です。当時, 経験学習やコア・カリキュラム

運動は, 実験学校や先進校を先頭に一一時は隆盛を誇るかのように見えましたが, 長続きせず,

結局10 年後の学習指導要領の改訂時に系統学習に取って替わられてしまいました。

これには講和条約締結後の国の行政の転換や, 学力低下問題などの外的要因が大きくかか

わっていたことは否めません。しかし, 現場サイドからは, むしろ新教育の理念が教師に十

分浸透せず, また, 新しい指導法も身に付かなかったという内的要因が決定的だったと思い

ます。要は教育改革が政治改革の一環として急激に行われ, 新教育が一方的に与えられたた

め,その理念も方法も教師一人ひとりに主体化されなかったということに尽きると思います。

こうした視点からとらえると, 生活科の設置には20年の歳月をかけて, 教育的立場から慎

重な研究実践と評価が行われ, かつ現場の実態も十分考慮して漸進的に導入が図られていま

す。したがって, その理念も方法も徐々に教師に浸透し, 教師のものになりつつあって, 定

着の基盤はほぽ固まったと思います。

理由の第2 は, 生活科の授業の現状です。これについては多言を要しません。多くの学校

の中には少々おかしな授業があったり, 取り組みの熱意や体制に地域較差があったりし ます

が, 全体として見れば順調に育っていると思います。

一部には, 発足当初の推進校のような精力的な教材開発や特色ある活動が見られなくなっ

たという指摘もあります。しかし, それは停滞とかマンネリ化ということでなく, むしろ着

実な実践へと移行しつつある過渡期の現象と思い ます。

今後は, そうした大局に立ってその成長過程をとらえ, 温かく見守るとともに, 一方, 教

師の単元構成の力量の育成や, 教科としての指導法の確立などの研究実践を積み重ね, 定着

化への歩み方を一層確かにすることが大切ではないかと思い ます。
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